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　北
栄
町
を
よ
く
し
た
い
、
そ
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
多
い
は
ず
で
す
。
思
っ
て
い
る

だ
け
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
と
か

し
よ
う
と
立
候
補
す
る
人
、
立
候
補

し
た
人
を
応
援
す
る
人
、
そ
ん
な
人

た
ち
の
力
が
集
ま
っ
て
北
栄
町
は

良
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
わ
た
し
達

の
ま
ち
の
未
来
に
は
、
わ
た
し
達

が
、
ど
ん
な
形
で
も
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　選
挙
は
そ
の
行
動
が
と
り
や
す

い
と
き
で
す
。
皆
さ
ん
、
選
挙
に

行
っ
て
、
北
栄
町
の
た
め
に
一
票
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

　な
か
に
は
「
わ
た
し
の
思
い
を
託

し
た
い
人
が
い
な
い
か
ら
、
投
票
に

は
行
か
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
き
ま

す
。
白
票
も
あ
な
た
の
意
思
表
示
の

方
法
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　投
票
し
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
思

い
や
考
え
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。

前回の選挙の状況 �
町長選　立候補者数：２
議会議員選　立候補者数／定数　16／15
投 票 日：2021年10月３日
有権者数：12,292人
投 票 率：65.7％

今回（10/５）の選挙の状況 �
町長選　立候補者数：？
議会議員選　立候補者数／定数　？／13
投 票 日：2025年10月５日
有権者数：11,875人（2025年７月２日現在）
投 票 率：？％

町長は町政の方向性を示し、
具体的な施策を行うことで
現実化させていきます。

議員は町長の出した
方向性や具体的な施策、
予算の使い方などを
チェックしていきます。

北栄町民（あなた）が、
� まちの未来を選んでいる。

じゃあ、何か変わったのさ？私の思いは？
大栄小学校のプールサイドは、コンクリートがざらざらしてて
歩いても座っても痛いよ。太陽の熱で足の裏もやけどしそう。
日よけも倒れてきそうだし、それに道路や畑から丸見えじゃん。

議会だより北栄 ７５号
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２
０
２
５
年
10
月
5
日
（
日
）
に
、
北
栄
町

町
長
選
挙
・
北
栄
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
政
治
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
現
代
に
こ
の
選
挙
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
う
だ
！
選
挙
に
い
こ
う

議会議員選挙
立候補者
13人以下

無投票

町民の審判は
下されない。
町民の意思は
反映されない

これを目指したい

立候補者
14人以上

投票

町民の審判に
より選ばれる
町民の意思が
反映される

町長選挙
立候補者
１人

無投票

町民の審判は
下されない。
町民の意思は
反映されない

これを目指したい

立候補者
２人以上

投票

町民の審判に
より選ばれる
町民の意思が
反映される

わたしたちは、
この小さな声を
町長に届けました。

プールサイドは、滑り止めの塗装がされ、
ざらざらしません。もう、足の裏も熱くありません。
目隠しのフェンスは高く、外からは簡単には見えません。

あなたは、この日何をしていましたか？今年の10/５はどう過ごされますか。あ
な
た
や
、
大
切
な
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
に

�

働
く
人
は
だ
れ
だ
ろ
う
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平成17年
10月23日
（10月18日）

平成21年
10月４日
（９月29日）

平成25年
10月６日
（10月１日）

平成29年
10月１日
（９月26日）

令和３年
10月３日
（９月28日）

令和７年
10月５日
（９月30日）

投
票
率
（
％
）
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あなたは町長、町議会議員選挙に� それはなぜですか

30代　男性
行きます。
町民としての当然の義務です。

30代　女性
行きます。
自分の住んでる町のことだから。

20代　男性
行きます。
北栄町を盛り上げてくれる人を選びたい。

30代　女性
行きます。
選挙って行くものだと思っています。

40代　男性
行きます。
自分の一票を大切にしたい。

60代　女性
行きます。自分で（議員を）選びたいから。

行きますか
行きませんか
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あなたは町長、町議会議員選挙に� それはなぜですか
町民の方に率直な意見を聞いてみました。

60代　男性
選挙、行きます。町のために一生懸命になってくれる
人を選びたいから。少しでもいい人を選びたいから。

80代　男性
もう年だから（選挙には）行かない。若い人がいけば
いい。

10代　女性
選挙には行きますし、何かを変えるため（行動を起こ
すことが大切）、みんなにも行きましょう。と言って
います。

20代　女性
選挙には行きます。今まで行かなかった事はありませ
ん。行くのが当然の義務だと思っています。

50代　男性
迷っている。公平に行われているのか、疑問に思って
いる。選挙自体に不信感がある。

60代　女性
行きます。子どもたちにも行くように言います。
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質 疑 あ れこれ

　5
月
9
日
に
第
4
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
一

般
会
計
補
正
予
算
と
し
て
置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
補
助
金
、
省
エ
ネ
家
電
購

入
補
助
金
、
農
業
収
入
保
険
負
担
軽
減
支
援
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
。

５ 月
臨 時 会

補
助
金
充
実
、

終
了
間
近

省
エ
ネ
家
電
購
入
促
進
事
業

前
田
　栄
治

　
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
が
購
入
で
き
る
町

内
業
者
は
何
社
ぐ
ら
い
あ
る
見
込
み
か
。

岩
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
取
り
寄
せ
も
含
め
、
６
社
あ
る
。

蓑
原
　美
百
合

　
エ
ア
コ
ン
は
全
世
帯
対
象
と
あ
る

が
、
高
齢
者
、
独
居
の
高
齢
者
に
情
報

提
供
を
進
め
る
か
。

岩
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
高
齢
者
を
特
別
に
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
周
知
を
徹
底
す
る
。

長
谷
川
　昭
二

　
省
エ
ネ
家
電
購
入
促
進
事
業
補
助
金

の
対
象
範
囲
は
。

岩
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
制
限
な
く
全
世
帯
、
１
世
帯
に
つ
き

１
回
で
予
定
し
て
い
る
。

置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
助
成

斉
尾
　智
弘

　
置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
事
業
は
物
価
高
騰

対
策
と
言
え
る
か
。

　
一
部
の
人
に
し
か
還
元
で
き
な
い
の

で
は
。

岩
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
の
費
用
負

担
、
運
転
者
、
事
業
者
、
宅
配
業
者
の

方
の
支
援
に
も
な
る
。

中
野
企
画
財
政
課
長

　
国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
も
例
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

前
田
　栄
治

　
今
回
１
０
０
件
分
の
追
加
だ
が
、
今

後
も
さ
ら
に
追
加
す
る
予
定
な
の
か
。

手
嶋
町
長

　
今
回
が
最
後
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問答問答問

答問

答答問答

収
入
保
険
の
負
担
軽
減

井
川
　敦
雄

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
収
入
保
険
の
加
入
対
象
者
だ

け
が
対
象
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
営
農
組
合
は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
青
色
申
告
と
い
う
制
限
は
あ
る
が
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
収
入
保

険
の
加
入
を
維
持
、
促
進
し
て
い
く
た

め
に
、焦
点
を
当
て
て
支
援
を
し
て
い
る
。

問答

議会だより北栄 ７５号
令和７年８月 6

郵便受け一体型宅配ボックス

星四つです

二
地
域
居
住
促
進
調
査
委
託
料

斉
尾
　智
弘

　
個
人
的
な
二
地
域
居
住
を
目
指
す
の

か
、
企
業
体
に
対
す
る
取
り
組
み
を
行

う
の
か
。

岡
本
副
町
長

　
特
定
居
住
促
進
計
画
の
特
徴
は
住
ま

い
、
な
り
わ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
整

備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の

人
事
部
を
活
用
し
な
が
ら
起
業
や
企
業

誘
致
に
も
力
を
注
ぐ
。

国
交
付
金
申
請
支
援
業
務
委
託
料

長
谷
川
　昭
二

　
４
３
５
１
万
４
千
円
と
高
額
だ
が
、

委
託
費
や
委
託
先
の
透
明
性
が
必
要
で

は
。

手
嶋
町
長

　
複
数
の
市
場
調
査
等
を
行
う
た
め
、

町
の
職
員
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
実

績
の
あ
る
小
田
急
電
鉄
に
お
願
い
し
た
。

法
人
北
栄
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

経
営
状
況

蓑
原
　美
百
合

　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
の
効

果
は
。福

庭
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
長

　
６
月
か
ら
プ
ー
ル
が
利
用
で
き
る
。

冬
場
の
暖
房
で
年
間
を
通
し
て
利
用
者

も
増
え
て
き
た
。

井
川
　敦
雄

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
積
立
金
か
ら
１
万
円

取
り
崩
し
て
い
る
が
、
用
途
は
。

福
庭
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
長

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
全
て
の
支
部
に
対

し
て
能
登
半
島
地
震
へ
の
寄
付
を
募
っ
て

い
た
の
で
積
み
立
て
金
か
ら
支
出
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問

答問答

報
告
関
係

問答

問答

　6
月
定
例
会
が
6
月
3
日
か
ら
6
月
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た

全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
と
し
て
大
栄
庁
舎
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
修
繕
費
、
自
治
会
集
会
所
の
増
改
築
や
修
繕
支
援
の
補
助
金
な
ど
が

計
上
さ
れ
た
。

６ 月
定 例 会

第
２
世
代
交
付
金

11
億
円
採
択

質 疑 あ れこれ
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６月からプール開き

関係人口をどうつなぐか

©青山剛昌／小学館



陳情第４号　操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のための対策を求める意見書の提出についての陳情

　国内航空会社のパイロットと客室乗務員には、乗務
前後にアルコール検査を行うことが2019年から義務付
けられている。国交省は乗務後の一律検査を不要と
するなど制度を合理化する方針を決め2024年12月に
改正案を公表した。しかし、複数の航空会社でアルコー
ル検査の実施状況において不備が発覚している。この
ため国交省は緩和に向けた制度改正を見送っている。
徹底した再発防止策が求められるため採択に賛成する。

　すでに国交省による対策が取られ、従業員の意識
改革も進み、対策の効果は見られている。規制緩和
の程度についても再検討が始まっていることから採
択に反対する。

〈賛成〉 長谷川　昭二 〈反対〉 中山　功一

陳情第３号　裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を含む企業・団体献金の禁止を求める陳情

　裏金問題などの腐敗政治を根本からただすために
は、その大本にある企業・団体献金を禁止すること
が不可欠。以上の理由により採択に賛成する。

　政治資金規正法が国会で議論され改正されてい
る。政治活動費については第三者機関でのチェック
を義務付けている。第三者機関の強化独立性につい
ても議論されている。よって採択に反対する。

〈賛成〉 長谷川　昭二 〈反対〉 斉尾　智弘

賛否あり激論‼

陳情第５号　ガソリン税の暫定税率の可及的速やかな廃止など、ガソリン高対策の実施を求める意見書の提出についての陳情

　ガソリン価格は値下げが始まっている。暫定税率
の廃止は３党合意で決まっている。国の動きを待つ
べきである。

〈反対〉 斉尾　智弘

議案51号　令和７年度北栄町一般会計補正予算（第２号）

　図書館内にコワーキングスペースを設けることに
ついて、高齢者や子どもの使いやすさが損なわれる
ことがないかの検討が不十分。整備の前にニーズ把
握が必要であるとの考えから反対する。

〈反対〉 蓑原　美百合

コワーキングスペース設置予定場所（図書館）

議会だより北栄 ７５号
令和７年８月 8

　５月29日に発行いたしました広報紙「議会だより北栄」74号において誤った表記が
ございました。つきましては、下記のように訂正をさせていただくとともに、関係者
の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

記

「議会だより北栄」74号　17ページ　７～９行目
（誤）�国民健康保険税条例は上限を24万円から26万円に上げることに改正されます。
（正）�国民健康保険税条例は国民健康保険税の基礎課税額の上限が65万円から66万円

に、後期高齢者支援金等課税額の上限が24万円から26万円に、それぞれ引き上
げることに改正されます。

【お詫びと訂正】
「議会だより」74号（５月号）掲載記事の訂正について

賛否分かれた！結果どうなった
【議案等】

中
　山

河
　本

井
　川

蓑
　原

尾
　嶋

奥
　田

秋
　山

油
　本

斉
　尾

町
　田

前
　田

津
　川

長
谷
川

阪
　本

野
　田

賛
　成

議決結果

件　　　　　　名 議案に対する賛否
補
正
予
算

令和７年度北栄町一般会計補正予算（第２号）� 8692万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 12 原案可決
令和７年度北栄町一般会計補正予算（第３号）� 305万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決

条
　例
　関
　係

北栄町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決

北栄町職員の育児休業等に関する条例及び北栄町職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決

北栄町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
及び北栄町議会議員及び北栄町長の選挙における選挙運動の公営に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決

そ
　の
　他

動産の買入れについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
北栄町名誉町民について� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
特別功労表彰について（議員）� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
特別功労表彰について� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
功労表彰について（議員）� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
功労表彰について� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
功労表彰について� １名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決
功労表彰について� ５名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 原案可決

【請願・陳情の結果】

件　　　　　　名 陳情に対する賛否 賛
成 議決結果

地方財政の充実・強化を求める請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 採択

国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 14 採択

裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を含む企業・団体献金の禁止を
求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ９ 採択

操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のための対策を求める意見書の提
出についての陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ６ 不採択

ガソリン税の暫定税率の可及的速やかな廃止など、ガソリン高対策の実
施を求める意見書の提出についての陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 13 採択

※　〇：賛成者、議：議長（議長は採決には加わりません。）
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県
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工

事
は
他
の
海
岸
の
こ
と
も

考
え
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
海
岸
浸
食
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
し

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
要
望

を
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
新
田
場
の
海
岸
浸
食
に
つ
い

て
令
和
３
年
12
月
、
令
和
４

年
12
月
に
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。
そ
の
後

の
県
の
回
答
で
は
「
当
土
地
が
民
地
で
あ
る

た
め
、立
ち
入
り
の
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
引
き
続
き
説

明
を
行
い
、
同
意
が
得
ら
れ
た
ら
工
事
に
か

か
る
。」
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
。

尾
嶋

工
事
に
か
か

る
の
か

町
長
毎
年
要
望
し
て
い
る

海
岸
浸
食

議会だより北栄 ７５号
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質　　問　　事　　項� （　）その他の質問 質問者 ページ
海岸浸食 尾嶋　準一 10
精神障がい 町田　貴子

11
児童生徒の読解力 奥田　伸行
交通安全対策 井川　敦雄

12
大栄地区の整備計画 油本　朋也
フレイル予防が重要� （熱中症対策） 蓑原美百合

13
地域で稼ぐまちづくり 河本　文哉
業務適正化� （体験的学習活動等休業日の導入、全国学力・学習状況調査） 中山　功一

14
中小企業の賃上げ支援 長谷川昭二
子育て支援� （食料・農業・農村基本法改正法、若者・女性に選ばれるまちづくり） 斉尾　智弘

15
持続可能な財政運営 秋山　　修
町長選出馬と町政運営 前田　栄治 16

【お知らせ】質問と答弁を合わせて60分／１人です。

６月定例会では、12人の議員が一般質問を行いました。

ここを う町
政 問

尾
お

嶋
じま

　準
じゅん

一
いち

消える砂浜
東新田場

波で壊されたブロック

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　❶
本
町
だ
け
で
は
な
い

が
、
文
章
の
意
味
内
容
を

正
し
く
理
解
で
き
な
い
生
徒
が
い
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。

❷
普
段
の
授
業
で
使
っ
て
い
る
言
葉
を
見

直
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
手
立
て
に
読
解

力
育
成
の
視
点
を
加
え
て
み
て
い
る
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　児
童
生
徒
の
思
考
力
・
読
解

力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
以
下
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
今
の
児
童
生
徒
の
読
解
力
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。

❷
読
解
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

奥
田

読
解
力
は
人
生

を
左
右
す
る

児
童
生
徒
の
読
解
力

教
育
長

自
分
の
考
え
を
明
確
に

教
育
長

心
の
サ
ポ
ー
ト
を
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　啓
発
に
つ
い
て
は
、
町
報

の
掲
載
。
手
帳
交
付
時
や

相
談
の
際
、
家
族
会
の
案
内
を
す
る
。
中

学
校
の
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
・
講
演
会

や
研
修
会
の
開
催
は

可
能
と
考
え
る
。
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派

遣
は
担
当
課
か
ら
案

内
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　病
気
の
正
し
い
情
報
を
普
及

す
る
た
め
に
啓
発
や
早
期
教

育
・
雇
用
の
定
着
に
つ
い
て
伺
う
。

町
田

町
長
理
解
を
深
め
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る

わ
か
っ
て
ほ
し
い

精
神
障
が
い

　雇
用
及
び
定
着
支
援
促
進
に
つ
い
て

は
、
毎
年
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

雇
用
の
拡
大
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　子
ど
も
た
ち
は
、
障
が

い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

多
様
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　学
校
で
は
不
登
校
や
発
達
支
援
な
ど

様
々
な
心
に
か
か
わ
る
研
修
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

教
育
長

しるしやアンダーラインでわかりやすく

町
まち

田
だ

　貴
たか

子
こ

奥
おく

田
だ

　伸
のぶ

行
ゆき

町
政
こ
こ
を
問
う
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❷
考
え
て
い
な
い
。

❸
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
で
、
交
通
安
全
対
策

に
関
し
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
る
。

❹
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
な

ど
の
取
り
組
み
を
、
身
近
な
集
ま
り
の
中

で
行
わ
れ
る
よ
う
町
と
し
て
働
き
か
け
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　
❺
年
度
初
め
に
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
に
自
転
車
利

用
者
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
自
転
車
利
用
者
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向

上
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

❷
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
対
す
る
補

助
金
導
入
は
。

❸
高
齢
者
へ
の
自
転
車
利
用
に
対
す
る
交
通

安
全
対
策
は
。

❹
自
転
車
利
用
者
全
体
へ
の
交
通
安
全
対
策

と
し
て
町
が
取
り
組
む
施
策
は
。

❺
小
中
学
生
の
自
転
車
利
用
時
の
交
通
安
全

指
導
は
。

井
川

町
長
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
く

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用 

の
義
務
化

交
通
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
❶
観
光
拠
点
の
玄
関
口
で

も
あ
る
「
道
の
駅
大
栄
」

は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
の
魅
力
の
発
信

を
継
続
。
老
朽
化
が
進
行
す
る
店
舗
は
、

適
正
な
管
理
を
行
う
。

❷
希
望
者
か
ら
必
要
な
支
援
等
を
聞
き
取

町
長

　
　
　
　
　
　
本
年
度
の
施
政
方
針
に
「
次

の
20
年
へ
の
基
盤
づ
く
り
」

で
稼
ぐ
力
の
強
化
と
地
域
経
済
循
環
の
活
性

化
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
顕
在
化
が
予
見
さ
れ

る
以
下
の
課
題
の
解
決
策
は
。

❶
再
整
備
さ
れ
た
道
の
駅
「
ほ
う
じ
ょ
う
」

と
比
較
さ
れ
る
「
大
栄
」
の
賑
わ
い
の
維
持

❷
宿
泊
施
設
等
の
積
極
的
誘
致

❸
「
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」
の
乗
り
入
れ
や
自

動
改
札
の
導
入
で
Ｊ
Ｒ
由
良
駅
の
利
便
性
の

向
上 油

本

ど
う
す
る

こ
の
課
題

町
長
継
続
し
て
要
望 大

栄
地
区
の
整
備
計
画

り
、
誘
致
を
進
め
る
。

❸
Ｊ
Ｒ
線
・
智
頭
線
中
部
地
区
利
用
促
進

協
議
会
を
通
じ
、「
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」

の
由
良
駅
乗
り
入
れ
と
自
動
改
札
の
導
入

を
継
続
し
て
鉄
道
事
業
者
に
要
望
す
る
。

教
育
長

通
年
で
啓
発
活
動

　
　
　
　
　
　
❶
引
き
続
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

町
長

井
い

川
がわ

　敦
あつ

雄
お

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

スーパーはくと 早くコナンかなあ
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町
政
こ
こ
を
問
う
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❸
現
在
あ
る
各
種
サ
ポ
ー
タ
ー
、福
祉
推
進
員
、

民
生
児
童
委
員
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

❹
予
防
に
つ
な
が
る
健
診
は
重
要
で
あ
る
。様
々

な
方
法
を
検
討
し
受
診
率
向
上
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
事
業
の
担
当
課

が
連
携
し
実
施
し
て
い
る
。

❷
研
究
し
周
知
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は

介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
フ
レ
イ
ル（
身
体
活
力
の
低
下
）

予
防
が
重
要

❶
身
体
的
、
精
神
・
心
理
的
、
社
会
的

フ
レ
イ
ル
予
防
の
対
応
状
況
。

❷
孤
立
に
も
つ
な
が
る
聴
覚
機
能
低
下

に
よ
る
「
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
」
の

取
組
は
。

❸
高
齢
者
活
躍
の
場
と
し
て
フ
レ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
つ
い
て
。

❹
身
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会
の
健
診

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組
は
。

蓑
原

町
長
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
組
む

元
気
で
安
心
し

て
暮
ら
す
に
は

フ
レ
イ
ル
予
防
が
重
要

　
　
　
　
　
　
❶
観
光
事
業
と
産
業
振
興
の

長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

❷
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
の
戦
略
は
。

❸
町
有
地
や
公
共
設
備
を
活
用
し
た
収
益
化

プ
ラ
ン
は
。

河
本

長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は

町
長
ふ
る
さ
と
館
を
シ
ン
ボ
ル
に

　
　
　
　
　
　
❶
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
館

を
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
再
整
備
、
コ

ナ
ン
や
特
産
品
を
活
用
し
た
観
光
地
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
。
７
月
か
ら
鳥
取
県
内

で
開
催
さ
れ
る
名
探
偵
コ
ナ
ン
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
由
良
駅
の
案
内
所
が

ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に
設
定
さ
れ
て
い

て
、
集
客
が
見
込
ま
れ
る
。

❷
高
付
加
価
値
商
材
の
可
能
性
を
探
る
と

と
も
に
、
観
光
も
含
め
た
町
独
自
の
魅
力

を
発
信
し
て
フ
ァ
ン
を
増
や
す
。

❸
町
で
は
策
定
し
て
い
な
い
。
道
の
駅
で

は
テ
ナ
ン
ト
使
用
料
や
売
り
上
げ
の
一
部

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
未
利
用
の

町
有
地
で
利
活
用
の
希
望
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

町
長

地
域
で
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り

蓑
みの

原
はら

美
み

百
ゆ

合
り

河
かわ

本
もと

　文
ふみ

哉
や
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ようこそ北栄町へ

町
政
こ
こ
を
問
う



　
　
　
　
　
　
❶
ど
の
企
業
も
人
手
不

足
・
後
継
者
不
足
を
懸
念

さ
れ
て
お
り
、少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

働
き
手
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
肌

で
感
じ
て
い
る
。

❷
毎
年
、
全
国
町
村
長
会
か
ら
国
に
要
望

し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
賃
上
げ
支

援
に
つ
い
て
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
県
へ
も
継
続
的
支

援
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
現
状
及
び

様
々
な
業
種
に
お
い
て
人
材
不
足
を
生
じ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

❷
岩
手
県
の
よ
う
に
、
賃
金
引
き
上
げ
の
た

め
に
中
小
企
業
支
援
制
度
を
つ
く
る
よ
う
国

や
県
へ
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

長
谷
川

県
・
国
へ
賃
上
げ

支
援
金
の
要
請
を

町
長
し
っ
か
り
要
請
し
て
い
く

中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
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昨
年
度
の
事
案
で
は
、
処

理
手
順
書
の
確
認
、
業
務

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
、
課
員
や
上
司
に

よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
、
進
捗
管

理
の
徹
底
、
基
準
や
ル
ー
ル
理
解
の
た
め

の
研
修
実
施
な
ど
再
発
防
止
対
策
を
図
っ

て
い
る
。

　
業
務
適
正
化
（
内
部
統
制
）
は
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
制
定
整

備
を
行
う
予
定
は
な
い
。
目
的
や
現
状
を

照
ら
し
合
わ
せ
、業
務
適
正
化（
内
部
統
制
）

で
適
正
に
行
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
、
各
種
規
則
や
各
種
要
綱
、

法
令
等
に
従
っ
て
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
の
不
適
切
な
業
務
３

件
に
つ
い
て
の
、
再
発
防
止

策
を
中
心
に
、
今
後
の
不
適
切
業
務
の
未
然

防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
業
務
適
正

化
（
内
部
統
制
）
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

中
山

町
長
事
案
ご
と
に
図
っ
て
い
る

不
適
切
業
務
の

防
止
策
を

業
務
適
正
化

人手不足に一役

中
なか

山
やま

　功
こう

一
いち

長
は

谷
せ

川
がわ

昭
しょう

二
じ

リスクの認識と
未然防止策の徹底

未然防止策を実践見直した
未然防止策の実践

P

DA

年間の自己評価
C

・リスク発生の有無と改善内容
・未然防止策の実施状況

各所属

発生可能性のあるリスクを
認識し、未然防止策を徹底

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
❶
事
業
の
必
要
性
の
判
断

材
料
と
し
て
い
る
。

❷
全
体
の
進
捗
の
公
表
は
し
て
い
な
い
。

令
和
８
年
度
以
降
の
プ
ラ
ン
策
定
は
予
定

し
て
い
な
い
。

❸
大
規
模
建
設
事
業
に
よ
り
借
り
入
れ
が

一
時
的
に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
令
和
８
年
度
ま
で
赤
字

と
な
る
見
込
み
だ
が
、
令
和
９
年
度
以
降

は
黒
字
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
経

常
収
支
比
率
は
令
和
５
年
度
の
86
・
９
％

か
ら
大
幅
な
変
化
は
な
い
。
一
般
会
計
の

地
方
債
残
高
の
ピ
ー
ク
は
、
令
和
８
年
度

末
で
１
０
８
億
４
千
万
円
、
こ
の
時
点
の

実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
９
％
、
将
来
負

担
比
率
は
78
・
６
％
と
推
計
し
て
い
る
。

❹
予
算
、
決
算
、
財
政
状
況
の
説
明
会
は

予
定
し
て
い
な
い
。
令
和
６
年
度
か
ら
は

希
望
す
る
団
体
等
へ
の
対
応
と
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
決
算
情
報
を
行
政
評
価

（
政
策
評
価
、
施
策
評
価
、

事
業
評
価
）
及
び
次
の
予
算
策
定
に
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
る
か
。

❷
令
和
７
年
度
ま
で
の
第
４
期
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
の
公
表
と
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

❸
中
期
財
政
見
通
し
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
見
込
み
は
。

❹
大
型
投
資
に
よ
る
借
入
、
基
金
取
崩
し
が

行
わ
れ
る
な
か
、
予
算
、
決
算
、
財
政
状
況

の
説
明
会
の
開
催
予
定
は
。

秋
山

中
期
財
政
見

通
し
は

町
長
健
全
性
を
保
て
る

持
続
可
能
な
財
政
運
営
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搾
乳
が
必
要
に
な
る
場
面

と
し
て
は
、
子
ど
も
が
入

院
中
や
早
期
の
職
場
復
帰
、
一
人
で
の
外

出
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
搾
乳
場
所
と
し

て
は
、
衛
生
面
に
気
を
付
け
る
こ
と
の
で

き
る
授
乳
室
な
ど
が
必
要
。
搾
乳
し
た
母

乳
を
廃
棄
す
る
の
で
あ
れ
ば
ト
イ
レ
の
個

室
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
町
施

設
に
対
す
る
要
望
は
入
っ
て
き
て
い
な
い

の
で
、取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
公
共
の
施
設
に
は「
授
乳
室
」

の
設
置
が
す
す
ん
で
い
る

が
、
そ
の
場
所
で
搾
乳
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
一
般
の
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
。
病
気
で
入
院
中
の
お
子
さ
ん
に
母
乳
を

届
け
る
た
め
に
「
授
乳
室
」
で
搾
乳
を
し
て

い
て
、
奇
異
な
目
で
み
ら
れ
た
と
い
う
事
案

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
公
共
の
「
授
乳
室
」

な
ど
で
安
心
し
て
搾
乳
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
。

斉
尾

町
長
要
望
入
っ
て
い
な
い
公
共
の
授
乳

室
で
の
搾
乳

子
育
て
支
援

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

秋
あき

山
やま

　修
おさむ

町
政
こ
こ
を
問
う
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公
約
は
６
つ
の
柱
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
地
域
の
抱
え
る

課
題
解
決
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
る
。

　
今
後
の
町
政
運
営
は
、に
ぎ
わ
い
創
出
、

町
長

　
　
　
　
　
　
4
年
前
の
選
挙
で
後
援
会
の

し
お
り
に
掲
げ
ら
れ
た
公
約

の
結
果
は
ど
う
か
。

　
健
康
増
進
や
出
産
・
保
育
、
教
育
、
福
祉

の
充
実
、
移
住
定
住
、
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と

館
再
整
備
等
、
数
え
上
げ
き
れ
な
い
ほ
ど
、

町
長
肝
い
り
の
「
未
来
へ
の
投
資
」
は
道
半

ば
で
あ
る
。
今
年
度
「
次
の
20
年
へ
」
と
い

う
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
掲
げ
町
政
運
営
を
進

め
て
い
る
が
10
月
の
町
長
選
へ
の
出
馬
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

前
田

町
長
出
馬
を
考
え
て
い
る
次
期
、
町
政

を
担
う
か

町
長
選
と
町
政
運
営

環
境
施
策
、
子
育
て
教
育
の
充
実
、
福
祉

問
題
な
ど
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
中
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
夢
と
希

望
を
も
っ
て
住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇
り
の

持
て
る
町
を
目
指
す
た
め
、
出
馬
の
方
向

で
考
え
て
い
る
。

前
まえ

田
た

　栄
えい

治
じ

日 月 火 水 木 金 土

開会日　9/1
本会議
（提案理由説明）

2
本会議
（一般質問）

3
本会議
（一般質問）

4
休会
（議案調査）

5
本会議
（R6決算、補正、
条例等総括質疑）
（その他の議案質疑）

6

7 8
休会（予備日）

9
総務教育常任委員会
＊第１委員会室

10
民生経済常任委員会
＊第１委員会室

11
予算決算常任委員会
（質疑）

12
予算決算常任委員会
（採決）

13

14 15
敬老の日

16
本会議
（委員長報告、請
願・陳情採決）

最終日　17
本会議
（討論・採決）

18 19 20

令和７年９月定例会会議の日程
いずれも、午前９時から開催されます。
なお、日程は変更になる場合があります。最新
の情報はホームページなどでご確認ください。

青山剛昌ふるさと館周辺イメージ図
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政
こ
こ
を
問
う

出前座談会を開催（北条島自治会）

　
　
　
賃
金
は
低
く
て
、
税
金
は

高
い
。
税
金
が
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
見
え
る
化
し
て

欲
し
い
。

　
　
　
税
金
は
国
と
違
っ
て
一
本

化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
は
見
え
に
く

い
。
わ
か
り
や
す
く
示
せ
る
よ
う

町
に
求
め
て
い
く
。

　
　
　
森
林
環
境
税
を
引
か
れ
て

い
る
が
、
町
に
入
っ
て
く

る
の
は
わ
ず
か
な
金
額
。
そ
れ
も

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
年
間
７
０
０
万
円
程
度
町

に
入
っ
て
き
て
い
る
。
西

高
尾
か
ら
森
林
調
査
と
意
向
確
認

を
し
て
い
る
が
、
土
下
に
調
査
が

来
る
の
は
15
年
後
く
ら
い
と
聞
い

て
い
る
。

　
　
　
脳
ト
レ
の
た
め
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
に
参
加
し
て
い

る
。
免
許
返
納
し
た
ら
参
加
し
に

く
く
な
る
。

　
　
　
タ
ク
シ
ー
助
成
券
な
ど
が

あ
る
。
一
部
手
出
し
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問答問答問答

　
　
　
視
察
先
の
徳
島
県
で
、
高

齢
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
た
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
配

布
し
て
ど
う
し
た
の
か
。

　
　
　
地
域
ア
プ
リ
「
さ
あ
・
く

る
」
を
開
発
し
、
動
画
で

ま
ち
の
情
報
を
配
信
（
か
み
や
ま

チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
役
場
や
地
域
の

仲
間
で
ビ
デ
オ
通
話
を
お
こ
な
っ

た
り
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
交
通

ア
プ
リ
「
ま
ち
の
ク
ル
マ
」
か
ら

問答

タ
ク
シ
ー
を
予
約
し
た
り
し
て
い

る
。

　
　
　
徳
島
県
の
ど
こ
か
が
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た

が
、
道
の
駅
も
出
来
た
し
あ
あ
い

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
よ
い
の
で
は
。

　
　
　
道
の
駅
ほ
う
じ
ょ
う
は
、

管
理
者
の
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
ホ
シ

ト
リ
ン
ク
）
が
少
量
で
あ
っ
て
も

地
域
の
農
産
物
を
取
り
扱
っ
て
い

問答

る
。
契
約
し
て
み
る
の
も
ひ
と
つ

の
方
法
で
は
。

　
　
　
空
き
家
を
有
効
活
用
で
き

な
い
か
。

　
　
　
空
き
家
の
支
援
制
度
に

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
が
あ

る
の
で
そ
ち
ら
を
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

問答

　北条島は高齢化率が63自治会の中で10番目（45.2%）このままだと10年後くらいには限界集落
になってしまう。北栄町や自治会の10年後、20年後、30年後を見据えた施策が必要と思い、出前
座談会を開催。（前川菊弘自治会長）

議会だより北栄 ７５号
２０２５年８月17

出前座談会で出された意見の今後の流れ

町民 議会に意見を出す①

各常任委員会で議論し、町執行部に提言議会②

議会の提言を受け、町執行部で検討し、議会へ回答町③

町執行部の回答を議会で議論し、町民に周知議会④



委員会　　活動報告
　  学校計画訪問 
（総務教育常任委員会）
　６月10日～６月27日の間、町内４校（北条小、中、大栄小、中）の学校計画訪問（前期）に同行しました。
本年度の各学校の学習状況のほか学習テーマ等が示され、授業中の児童生徒の様子を参観しました。各課題
や取り組みを教育委員のみなさんと共有し、後期ではそれらの取り組みがどのように児童生徒に影響したの
かなどを確認し、必要な調査を行って、支援等につなげるよう研究を進めます。
　また、６月定例会の総務教育常任委員会には、４件の議案と１件の請願と２件の陳情が付託され、６月
11日に委員会審査を行いました。
【請願第１号】
　「地方財政の充実・強化を求める請願」は全会一致で採択となりま
した。
【陳情第３号】
　「裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を含む企業の団体献金の
禁止を求める陳情」は賛成多数で採択となりました。
【陳情第４号】
　「操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のための対策を求める意見
書の提出についての陳情」は賛成少数で不採択となりました。

　  設計図面を確認 
（「青山剛昌ふるさと館」再整備に関する調査特別委員会）
　６月25日に第９回「青山剛昌ふるさと館」再整備に関す
る調査特別委員会が開かれました。
　新ふるさと館の最終的な図面と敷地内レイアウト、今後
のスケジュールについての説明を受けました。また、今後
の町財政負担について、今後の会計処理について、議論を
交わしました。
　今年秋から工事にかかり、令和９年に開館予定です。
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　  ２件の陳情採択 
（民生経済常任委員会）
　民生経済常任委員会には、２件の陳情が付託され、６月12日に委員会審査
を行いました。
【陳情第２号】
　「国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化を求める陳情」は
賛成多数で採択となりました。
【陳情第５号】
　「ガソリン税の暫定税率の可及的速やかな廃止と、ガソリン高対策の実施を
求める意見書の提出についての陳情」は賛成多数で採択となりました。 地産地消

青山剛昌ふるさと館移転予定地

©青山剛昌／小学館

委員会　　活動報告

みなさまからの 請願・陳情 はこうなりました
請願・陳情件名及び提出者 担当委員会 委員会採決 委員会の意見

地方財政の充実・強化を求める請願
提出者：自治労鳥取県本部　執行委員長　三浦敏樹
　　　　北栄町職員労働組合　執行委員長　杉谷勇樹

総務教育常任委員会 採択 地方財政の安定と予算の確保
は、引き続き必要であるため。

裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を含む企業・団
体献金の禁止を求める陳情
提出者：�平和・民主主義・豊かな暮らしをめざす鳥取県

の会　代表世話人　村上俊夫
総務教育常任委員会 採択

国民の政治に対する信頼を回復
するため、裏金問題の真相解明
及び企業団体献金の全面禁止が
不可欠であるため。

操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のための対策を求
める意見書の提出についての陳情
提出者：足羽佑太

総務教育常任委員会 不採択
大手航空会社の飲酒運転に対し
て、すでに適切な措置が講じら
れているため。

国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化
を求める陳情
提出者：鳥取県農民運動連合会　会長　雑賀敏之

民生経済常任委員会 採択
政府は食料自給率向上のため、
実効性ある施策を行うことが必
要である。

ガソリン税の暫定税率の可及的速やかな廃止など、ガソ
リン高対策の実施を求める意見書の提出についての陳情
提出者：足羽佑太

民生経済常任委員会 採択
政府は３党合意を踏まえ、代替
財源を確保しガソリン価格高騰
対策を実施すべき。

　  道の駅ほうじょうはオープン以来好調を維持 
（道の駅整備に関する調査特別委員会）
　６月26日に第９回道の駅整備に関する調査特別委員会が開かれました。
　開駅に至るまでの経過、道の駅ほうじょう再整備にかかる全体事業費について、オープン後の実績や運営
報告の説明を受けました。
　５月には国から防災道の駅として選定されています。
　５月末時点での入込実数は年間予定の38％に到達しています。

１　�きな粉をかける黒糖バ
ウム

２　�風紋のようなキャラメ
ルバウム

３　�砂丘ころころ（４個）
４　�ざらめの星ふるかすて
いら

５　�ジャリザクッキャラメ
ルクッキー

６　ポルボローネ

議会だより北栄 ７５号
２０２５年８月19

「道の駅ほうじょう」で開発された商品の一部



第５期2021年10月からの４年間を振り返ってみました。町民の皆さんの期待に沿える
よう努力してきました。この軌跡をもとに、皆さんの議会に対する判断をください。

20212022

10月　�新体制発足　�
議長 津川俊仁　副議長 斉尾智弘

10月　�道の駅整備に関する調査特別委員会�
設置

12月　議会基本条例見直し開始

10月　�「青山剛昌ふるさと館」再整備に関
する調査特別委員会　設置

８月　�鳥取中央育英同窓会との一般会議

２月　第８回高校生議会　開催

３月　�タブレット導入　ペーパーレス化

５月～11月　�出前座談会　開催　�
（西園、西新田場、由良２区、
江北、土下、駅前）

議会だより北栄 ７５号
令和７年８月 20

４年間の軌跡 ～前半２年～

2023

10月　�議員定数及び報酬等に関する調査
特別委員会　設置

11月　�総務教育常任委員会視察�
（秋田・宮城）

　公民館の在り方について、特色のある活動内
容や、地域との連携について調査しました。漫
画を活かした町づくりについて複数の漫画関連
施設をめぐり、建築費や運営組織、今後に向け
ての取り組みなどを調査しました。

１月　第９回高校生議会　開催

５月６月　�議員と話そう！「議員定数と報
酬を考える」開催

　議員定数と報酬について町内５か所で町民の
方と話し合いの場を持ち、様々な意見をいただ
きました。

７月　�議会運営委員会視察�
（茨木・栃木・福島）

　デジタル化によるオンライン会議やペーパレ
ス化、住民参加の議会活動など、先進地の取り
組みを調査しました。北栄町議会の改革とICT
化に活かしています。

８月　議員定数・報酬に関する研修会

　大正大学社会共生学部公共政策学科　教授　
江藤俊昭氏を講師に議員定数、議員報酬、議会
の運営について学びました。その後の議員定数
削減や予算決算常任委員会の設置などに活かさ
れています。

10月　民生経済常任委員会視察（北海道）

　持続可能なまちづくりの取り組みについて調
査しました。北栄町における、将来の状況、状
態を想定し、どのようなインフラ整備が必要か
を考えるうえで参考としています。

ボイラーの燃料となる木片

議会だより北栄 ７５号
２０２５年８月21



20232024

10月　�新体制発足�
議長 野田秀樹　副議長 油本朋也

３月　予算決算常任委員会　設置

３月　議員間討議　導入

９月　�本会議一般質問の時間を１人１時
間に変更

民生経済常任委員会

７月　商工会ランチミーティング
８月　民生委員意見交換会
８月　遊休農地パトロール
11月　農業委員会意見交換会

１月　第10回高校生議会

７月　出前座談会（六尾）

５月　議会運営委員会　視察（福島）

　NOといえる議会について調査。その基盤と
なる議会と町民との間で行われる意見交換会の
在り方について調査し、今後、北栄町にも取り
入れることで研究を進めています。

10月　�民生経済常任委員会視察�
（青森・岩手）

　再生可能エネルギーを地域活性化につなげる
取り組みや、「防災道の駅」について調査しま
した。貯水タンク、防災トイレ、防災倉庫など
の整備を確認し、「防災道の駅ほうじょう」へ
の参考となりました。

議会だより北栄 ７５号
令和７年８月 22

４年間の軌跡 ～後半２年～

2025

12月　�次期議員定数を２減の13人とする
ことに決定

10月　�総務教育常任委員会�
小学校、中学校計画訪問随行

10月　�総務教育常任委員会視察�
（大阪・徳島）

　コミュニティスクールの取り組み、全世代型
豊かなデジタル生活について調査しました。町
内のコミュニティスクールの在り方、デジタル
を活用した住民生活の向上に向けたアイデアな
どを活かしています。

４月　道の駅ほうじょう完成記念視察

７月　出前座談会（北条島）

３月　�議会研修会�
「よくわかる市町村財政分析基礎講座」�
鳥取大学地域学部准教授 石山雄貴氏

１月　第11回高校生議会

11月　ゲストティーチャー（大栄中学校）

議会だより北栄 ７５号
２０２５年８月23
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鉄
てっつぁん

山とたたら

知っとんなる？こんな北栄

　旧栄村上種の鉄
てっつぁん

山谷
たに

には「たたら址」がある。鉄山谷の下流か
ら上流に向かって、中央に「たたら址」、左側に「鍛

か

冶
じ

屋
や

金
かな

屎
くそ

置き
場」があった。右側の段丘に「飯

はん

場
ば

・宿舎址」があり、幕末より
明治にかけては作業員200人程度が携わっていた。雨露をしのげ
る程度の草葺屋根で男は褌

ふんどし

一つで働き、女は砂流しの仕事を手伝っ
た。作業の合間には下の茶屋で休息をとりながら酒を飲んだとい
う。墓はいまも山頂左側の今

いま

在
ざい

家
け

部落（倉吉市）の近くに散在し
ている。製品は古街道（八

や

橋
ばせ

往
おう

来
らい

）を利用して、倉吉の鍛冶町に
運搬され倉吉千

せん

歯
ば

の原料ともなった。日当はおよそ米一升五合ほ
どにしかならなかったという。（「大栄町史」より）

我がまちの宝

　1964年リクルートに入社し、約40年、主に管理・教
育部門を担当。
　常に主体性を求められる文化の中、多様な人たちに出
会い、様々な出来事を体験して来ました。「変化が早い
現代、若者だけでなく中高年の方も好奇心を持って外を
見よう。」

岡
おか

崎
ざき

　坦
ひろし

さん（84歳）
（六尾）

岩
いわ

本
もと

　昌
まさ

樹
き

さん（74歳）
（由良４区）

　東京に出稼ぎに出て、10年前に故郷に帰って来ました。
（現在、自宅警備員）
　私を育ててくれた地域に対し、少しでも恩返しが出来
たらと思い、日々活動しております。
　「地域の人々とコミニュケーションを取り、輪の中に
入って生活していきましょう。」

激動の時代を生き抜いたビジネスの先輩たちからのメッセージ

砂鉄を運びだした古街道、八橋往来


